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サトクダマキモドキの雌雄型と思われる奇形個体の採集
記録

池田大
サトクダマキモドキ Holochlora japonica Brunner von 

Wattenwyl, 1878 の雌雄型（雌雄モザイク）と思われる
奇形個体を採集しているので報告しておく．

1ex.，兵庫県三田市福島 有馬富士公園，25. VIII. 2018，筆者

採集，保管（図 1・2）

当時，三田市有馬富士自然学習センター（キッピー
山のラボ）で勤務していた筆者は，園内で生き物を観察
しながら通勤していた．その道中，翅の不自然なサトク
ダマキモドキを発見し，違和感を覚えたため手に取って
確認したところ奇形個体であると判明した次第である．

本個体は全体にメスの特徴が強く表れるが，尾端部
周辺において左右非対称となっている．左の尾肢は太く
先端部が滑らかなメスの特徴であるのに対し，右の尾肢
は先端部が黒く尖るオスの特徴を有している．また左側
の尾端部は一部奇形となっているがメスの産卵管と思し

き構造をしている．一方，右側の尾端部はメスの産卵管
に類似する形態をしているが，通常とは異なる構造をし
ており，むしろ色はオスの尾端部突起で見られる色に近
い．生殖下板については通常の形態をしておらず，雌雄
どちらの特徴も表れていない．なお，腹部を解剖したと
ころ卵が確認されたが，いびつな形をしていた．

以上より，本個体はモザイク状に雌雄の形態が表れ
る雌雄型ではないかと推定されるが，メスの奇形個体で
ある可能性も捨てきれないため，本報告では断定を控え
させていただく．
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図 1　全形．

図 2　尾端部（A. 背面 ; B. 腹面 ; C. 左側面 ; D. 右側面）．


